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論 文 内 容 の 要 旨

 加配と共に糖忍容力が低下することは，大方の認める

ところであり，その機序について多くの推論がなされて

いるが，未だ充分な解明は得られていない．殊に老年者

に広く認められる論証容力低下を糖尿病とみなすべき

か，加令現象の一表現と解すべきかは，甚だ重要な問題

にも拘わらず，鳥目までのところその区別は不可能であ

った．この問題の解明には糖認容力試験以外の指標によ

って検討するのが望ましいと考え，糖負荷後の血糖，血

中インスリン，遊離脂肪酸を検索し，その年令的推移に

ついて検討を加えた．

 方法

 糖尿病の家族歴および既往歴がなく，明らかな動脈硬

化，急性疾患および肥満その他糖代謝障害を招くとされ

る疾患を除外したいわゆる健常者107名，動脈硬化群と

して，脳卒中あるいは心筋硬塞の確実な既往歴があるも

の22名，および未治療の若年糖尿病者11名を対象とし

た．これらに，早朝空腹時1009ブドウ糖を経口負荷し

て，0，30，60，90，120，180分の血糖，血中インス

リン（IRI：二抗体法），遊離脂肪酸（NEFA：N・vak

法）を測定した．血中インスリンの動きが，一般に血糖

曲線に強く左右されるため，．血糖曲線の型を血糖上昇の

程度と持続により5型に分類して検討を行なった．

 成績ならびに総括

 1）一見健康とみなされるものにおいても，加令と共

に糖忍容力低下を示すものの割合が増加し，60才代以上

では70％以上に糖忍容力の低下を認めた．明らかな動脈

硬化を有するものでは，同年令層の老年対照者に比し，

ブドウ糖負荷試験で糖尿病型を示すものが更に高率であ

った．

 2）糖負荷後のIRIの動きと年令との間には，はっ

きりした関係は認め得なかったが，血糖曲線の皇別にみ

ると馬主容力の低下した老年者では，IRI反応は充進

の傾向を示した．明らかな動脈硬化を有するものでは，

これが全体に強く表現された．しかし，ブドウ糖負荷後

30分間のIRI上昇の程度は，40才以上の高話者が若年・

者にくらべ比較的小であった．

 3）空腹時NEFAは加令と共に上昇を示し，ブドウ

糖負荷後急速に低下し，低下後の絶対値は，老・若で著

差を認めなかった．

 4） ブドウ糖負荷後30分間における血糖（dBS）， IR■

（AIRI）， NEFA（∠NEFA）の三者の比をみると，老・

若年者共に糖尿病型では正常型にくらべAIRI／∠BSお

よびANEFA／ABSが減少し， dNEFA／AIRIは糖尿病’

型で上昇した，

 正常型または糖尿病型を示したものにおける三者の比

の動きは，老・若年老共に同じ動きを示した．すなわ

ち，若年者の糖尿病型の示す比が正常型にくらべて減少

（または増加）すると，老年者のそれも同様に減少（ま

たは増加）するということである．ここで糖尿病型と呼

んだものは国際糖尿病学会の規定した糖尿病の判定基準

を満足したもので，若年者の場合，これを糖尿病として’

一応はばからない．したがって，」血中IRIやNEFA

の動態からみる限り糖忍容力の低下した老年者の代謝位

相もdiabet三。な状態であると考える．
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                 論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は糖忍容力低下を示した老年者の代謝位相は，血中インスリンならびに遊離脂肪酸の動態からみ

てdiabeticであることを立証したもので，内分泌学，代謝学上極めて価値ある論文と認められた．
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